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〔要旨〕 我が国の大学アメリカンフットボール（AF）において，COVID-19による長期活動休止が，そ
の後の試合（2020年秋季公式戦）の外傷内容に与えた影響について検討した．
関東学生 AF連盟に提出された外傷報告書の中で，A：2020年と，B：1991～2010年（20年間）にお

ける外傷内容を分析し，両者の比較検討を行った．検討項目は，①1試合外傷発生率，②外傷分類，③外
傷部位，④外傷名であった．
外傷発生率（件/試合）は，A：2.34，B：1.33と Aが有意（p＜0.05）に多かった．外傷分類では，打撲・
挫傷は全外傷中，A：32.4%，B：16.7%，骨折は A：9.0%，B：2.4%と，それぞれ Aが有意（p＜0.05）に
多く，外傷部位では，下腿は A：14.5%，B：7.8%，大腿は A：9.0%，B：4.9%と，各々 Aが有意（p＜0.05）
に多かった．また外傷名は，大腿挫傷・打撲（肉ばなれを含む）が A：8.3%，B：4.0%，下腿筋痙攣が A：
8.3%，B：2.9%であり，各々 Aが有意（p＜0.05）に多かった．
これらの要因として，長期活動休止により軟部組織の柔軟性が低下し，プレー中の急激な動きで大腿，
下腿の筋，腱に過剰な負荷がかかったためと考えられた．また，練習不足によるプレー技術の低下で受傷
回避の動きが上手くできなかったこと，あるいは骨自体の強度の低下等が骨折増加の 1因と推測した．

緒 言

2020年，COVID-19のパンデミックにより，一
般社会のみならず我が国のスポーツ界にも甚大な
影響が及んだ．

アメリカンフットボール（以下 AF）において
は，その年間活動スケジュールに大幅な変更を余
儀なくされた．我が国の大学 AFの年間スケ
ジュールは，2月に各チームが活動開始，4～6月
頃まで春季のオープン戦が行われ，7月より各
チームの夏季練習（合宿含む），そして 9月から秋
季公式戦が始まり 12月中旬の甲子園ボウル（日本
一決定戦）で終了となる．コロナ禍の 2020年では，
2月からチームの活動が全休，7月末から練習が再
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表 1　外傷発生率
発生率（件/試合）はAが有意（p＜0.05）に多かった．

A：2020 B：1991～ 2010

外傷総数（件） 145 4486
試合数（試合）  44 3367
＊発生率（件/試合） 3.30 ＞ 1.33

＊：p＜0.05

開され，例年より 1ヵ月遅れの 10月から公式戦が
開幕し，例年通り 12月中旬に終了した．約 5ヵ月
間の活動休止後に，約 2～3ヵ月間の短い練習を経
て公式戦に突入したことになる．1年を通じて全
く活動ができなかったチームも多くみられた．こ
のような活動休止期間が公式戦の前にあったこと
は，我が国の AF界としては経験の無いことで
あったが，このような長期の活動休止はその後の
公式戦における外傷の内容にも何らかの影響を与
えた可能性がある．
過去においては 2011年，米国プロリーグの

NFL（National Football League）において，選手
達が 3月から 7月まで練習ができない事象が発生
し，9月の公式戦開幕の直前の夏季練習でアキレ
ス腱断裂が異常に多く発生したことが報告されて
いる１）．
今回我々は，我が国の大学 AFにおいて，長期
活動休止がその後の公式戦の試合時の外傷内容に
与えた影響について検討を行った．

対象および方法

対象は，関東学生 AFリーグ秋季公式戦の試合
においてゲームドクター制度の元，ドクターが記
録した外傷報告書の中で，A：2020年（COVID-
19のパンデミック下），と過去に我々が報告した
B：1991年～2010年（通常時の 20年間）２）の外傷
内容について，両者の比較検討を行った．
ゲームドクター制度とは，試合中に発生し審判
がタイムアウトを取った外傷について，ゲームド
クターまたはチームドクターが，その救急処置を
行い，さらに外傷報告書に受傷時の状況や診断名
を記録するシステムであり，関東学生 AF連盟で
は 1991年に開始され現在も継続されている．検討
項目は，①外傷発生率（件数/試合数），②外傷分
類，③外傷部位，④外傷名であった．
なお本研究は，「人を対象とする生命科学・医学
系研究に関する倫理指針」に則り，本外傷報告書

には個人名の記載箇所は無く，統計学的評価にお
いても個人情報の守秘には十分配慮を行った．
今回，統計学的分析は χ2検定を用いて行い，危
険率 5%にて有意とした（p＜0.05）．

結 果

①外傷発生率（件/試合）
外傷総数は A：145件，B：4486件であり，それ
ぞれの対象試合は，A：44試合，B：3367試合で，
外傷発生率（件/試合）としては，A：2.34，B：1.33
と，Aの方が有意（p＜0.05）に高かった（表 1）．
②外傷分類
外傷分類については表 2に示す．これらの中

で，打撲・挫傷は，全外傷中，A：32.4%，B：16.7%
であり，また骨折は A：9.0%，B：2.4%に発生し，
発生率はそれぞれ Aが有意（p＜0.05）に多かっ
た．他の項目については統計学的な有意差は認め
られなかった．
③外傷部位
外傷部位は表 3に示す．これらの中で，発生率

で両者に有意差（p＜0.05）がみられたのは下腿と
大腿であり，下腿は A：14.5%，B：7.8%，大腿は
A：9.0%，B：4.9%と，それぞれ Aの方が多かっ
た．他の部位については有意差は認められなかっ
た．
④外傷名
外傷名を表 4に示す．足関節靭帯損傷と膝靭帯

損傷の 2つは，A，Bとも全外傷中 1，2位であり，
この 2つで全体の 30%以上を占めていた．
今回，発生率で両者に有意差（p＜0.05）がみら

れたのは，大腿部打撲・挫傷（肉ばなれを含む）
（A：8.3%，B：4.0%）と下腿筋痙攣（A：8.3%，B：
2.9%）であり，それぞれ Aの方が多かった．

考 察

今回の結果より，約 5ヵ月間の長期活動休止に
よって AFにおける試合での外傷発生率は有意
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表 2　外傷分類
外傷分類では，「打撲・挫傷」と「骨折」の発生率が，
それぞれAの方が有意（p＜0.05）に多かった．

A：2020 B：1991 ～ 2010

靭帯損傷 47（32.4%） 1688（37.6%）
＊ 打撲・挫傷 47（32.4%） ＞  747（16.7%）
＊ 骨折 13（9.0%） ＞ 109（2.4%）
脳振盪 12（8.3%） 398（8.9%）
脱臼  8（5.5%） 374（8.3%）
その他 18（12.4%） 1170（26.1%）

計 145（件） 計 4486（件）
＊：p＜0.05

表 3　外傷部位
外傷部位は，「下腿」と「大腿」の発生率が，それぞ
れAの方が有意（p＜0.05）に多かった．

A：2020 B：1991～ 2010

足関節  30（20.7%）  779（17.4%）
膝関節  22（15.2%）  848（18.9%）

＊ 下腿  21（14.5%） ＞ 350（7.8%）
肩・鎖骨  15（10.3%）  532（11.9%）

＊ 大腿 13（9.0%） ＞ 218（4.9%）
頭部 13（9.0%） 429（9.6%）
頸部  8（5.5%） 325（7.2%）
腹部  6（4.1%） 218（4.9%）
胸部  6（4.1%）  94（2.1%）
肘  3（2.1%） 181（4.0%）
腰部  3（2.1%） 128（2.9%）
その他  5（3.5%） 384（8.6%）

計 145（件） 計 4486（件）
＊：p＜0.05

表 4　外傷名
外傷名では，「大腿部打撲・挫傷（肉ばなれを含む）」と「下腿筋痙攣」の発生率
が，それぞれAの方が有意（p＜0.05）に多かった．

A：2020 B：1991 ～ 2010

足関節靭帯損傷  23（15.9%）  683（15.2%）
膝関節靭帯損傷  18（12.4%）  705（15.7%）
脳振盪 12（8.3%） 398（8.9%）

＊ 大腿部打撲・挫傷（肉ばなれ含む） 12（8.3%） ＞ 179（4.0%）
＊ 下腿筋痙攣 12（8.3%） ＞ 129（2.9%）
下腿部打撲・挫傷（肉ばなれ含む）  8（5.5%） 136（3.0%）
腹部打撲  8（5.5%） 211（4.7%）
肩関節脱臼  7（4.8%） 239（5.3%）
頸椎捻挫・スティンガー  6（4.1%） 300（6.7%）
膝打撲・挫傷  3（2.1%） 114（2.5%）
肩鎖関節脱臼  2（1.4%）  66（1.5%）
その他  34（23.5%） 1326（29.6%）

計 145（件） 計 4486（件）
＊：p＜0.05
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（p＜0.05）に増加したことが明らかとなった．また
その内容として，大腿における挫傷・打撲（肉ば
なれを含む）と下腿の筋痙攣が有意に増加し，さ
らに重症度の高い骨折についても有意な増加が認
められた．なお，近年 AF界でも大きな問題となっ
ている脳振盪の発生率については，A，B間に有意
差はみられなかった．
ヒトの身体活動の休止がもたらす生体の各組織
への影響については，以前から多くの研究が報告
されている．
骨格筋については，不活動により骨格筋は委縮
し，筋収縮力や発揮パワーの低下，遅筋（抗重力
筋）の割合の減少，そして代謝的に疲労しやすく
なることが知られている．またこれらの変化は可
逆的であり，再び骨格筋を活動させることで機能
的に回復するとされている３）．
骨格筋の不活動による廃用性委縮について Be-

lavyらは，健常人男性に 90日間のベッドレスト
をさせた臨床実験にて著明な廃用性委縮が生じた
が，その部位は下半身では下腿，大腿，殿部の順
に大きく，その理由として下腿には自分の体重の
負担が他よりも大きいことが考えられ，部位に
よって廃用性委縮の度合いは異なるとした４）．
また腱については，須釜ら５）の関節固定モデルを

使用した動物実験によると，ラットの足関節固定
による骨格筋及び腱への影響をコラーゲン可溶性
により評価した結果，組織の柔軟性の低下は腱（ア
キレス腱）よりも骨格筋（ヒラメ筋）の方が大き
かったと述べている．
さらに骨については，過去に不活動と骨密度に
関する臨床研究がみられるが，Kemmlerらは高齢
男性に対して 12ヵ月間の高強度のレジスタンス
トレーニングを行った結果，骨密度の増加が認め
られたが，その後 6ヵ月間のトレーニングの休止
によりその骨密度はまた低下したと報告してい
る６）．
これらの研究は，いずれもかなり極端な条件下
での身体活動休止に関する内容であり単純比較は
できないが，これらの結果から考えると，約 5ヵ
月間の身体活動の休止は，身体組織の強度の低下
や質的変化を招来した可能性が非常に高いと考え
られる．
したがって，長期活動休止後のスポーツ再開時
は，まず最初に十分な時間をかけてこれらの劣化
組織を通常のレベルまで回復させることが不可欠

であり，その後に，例年通りの激しいトレーニン
グを行って秋季公式戦に備える，との段階的な手
順が必要と思われた．
今回の調査では，公式戦開幕時の選手の身体組

織がどこまで回復していたか等は全く不明であ
る．しかしながら約 5ヵ月間の活動休止後，公式
戦まで 2～3ヵ月間しか練習ができなかった状況
を考えると，試合開始時に例年と同レベルの筋力，
持久力，柔軟性，そして実際のプレー動作まで完
全に到達した選手はほとんどいなかったものと推
測する．

AFにおける COVID-19による長期活動休止の
影響については，いくつかの調査研究がある．
NFLでは，2020年のシーズンは COVID-19の影
響で，例年 8月に行われる preseason game（オー
プン戦）の 4試合が全て中止となり，選手達は実
戦（試合）を経験しないまま 9月上旬からの regu-
lar season game（公式戦）に入った．

2022年，Allahabadiらは，NFLでのこのスケ
ジュールの変更がその後の ACL損傷の発生率に
及ぼす影響について検討し，2020年と 2014～2019
年を比較した結果，2020年では公式戦での ACL
損傷の発生率は著明に増加し，特に最初の 1ヵ月
間にその傾向は多く認められたと報告した７）．また
2021年 Bakerらは，2020年の公式戦の最初の 4
週間における一般外傷の発生率とその内容を詳細
に検討した結果，2016，2018，2019年のオープン戦
及び公式戦に比べ外傷発生率（Injuries per 1000
athlete-exposure）は有意に高かったと報告した
（2016：2.50，2018：3.26，2019：3.26，2020：5.40）．
さらに受傷部位別にみてみると，2020年はどの部
位も総じて発生率が高かったが，中でも Upper
leg/Thigh（2016：0.08，2018：0.42，2019：0.32，
2020：0.84）と，Lower leg/Achilles（2016：0.15，
2018：0.16，2019：0.16，2020：0.33）の 2つは，過
去に比べおおよそ 2倍以上高く，この 2つの部位
が高率なのは我々の調査結果と同様であった．ま
た脳振盪についても，2020年は過去と比較しても
差 は み ら れ ず（2016：0.21，2018：0.22，2019：
0.23，2020：0.20），これも我々と同様の結果であっ
た８）．そしてこれらの理由として，不活動による身
体調整機能の低下，筋力低下，さらに何らかの心
理的ストレス９）の可能性を指摘している．
これらの調査報告では，各種検討項目の設定が

やや異なるものの，AFの長期活動休止後の再開
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時においては，スポーツで最も基本となる身体を
移動するための下肢に大きな負担がかかることが
示唆された．
一方，前述のMyerらの報告では，2011年，NFL
では選手とオーナー間の労使交渉の決裂により，
3～7月まで選手がチーム施設での通常練習が全
くできなくなり，その結果，その後の公式戦開幕
（9月）前の夏季練習（7～8月）においてアキレス
腱断裂が 12件発生し，これは例年の実に 6倍もの
発生数となった．また受傷したこれらの選手の平
均年齢は 23.9歳であり，NFLでの平均経験年数は
1.4年，そして 12人中 5人が新人選手であった１）．

2009年 Parekhらは，NFLの選手でアキレス腱
断裂の受傷者は平均年齢が 29歳であり，これは
NFLの全選手の平均年齢の 26.5歳よりも高いと
している１０）．また，ごく一般的なスポーツによるア
キレス腱断裂は，通常は 20歳代には少なく 30
歳～50歳に好発し，断裂の原因としては腱の退行
性変化を基盤とするものが多いことがよく知られ
ている１１）．

NFLにおける長期活動休止後のアキレス腱断
裂がきわめて若年の選手に多かった理由として
は，若い選手達はまだ NFLの高いレベルに対応
できていないこと，AFでは競技特性として瞬発
的な動きが多く，大腿や下腿の筋，腱組織に過剰
な負担がかかりやすいこと，また，開幕直前は開
幕登録メンバーに入るためにチーム内の競争が激
化しプレーも激しくなること等が考えられた．
我々の調査結果では，アキレス腱断裂の多発は
みられなかったが，これはこのような激烈なプロ
選手の競技環境が影響している可能性があると思
われた．
本調査において認められた下腿筋痙攣や大腿部
の特に肉ばなれの増加の原因を考えると，長期活
動休止によって軟部組織の柔軟性が低下し，プ
レー中のダッシュ，ストップ，カット，ターン等
の動きによって，大腿，下腿の筋組織に過度の負
荷がかかった可能性が考えられた．
また，大腿部の挫傷・打撲と骨折の増加につい
ては，実践練習の不足によるプレー技術の低下に
より，本来ならば回避できるような受傷状況を瞬
時に回避できなかった可能性を考えた．一方，骨
自体の強度低下の可能性も否定できず，これは今
後検証すべき課題と思われた．またこれらの外傷
は練習よりも試合の方が，より俊敏で高強度のプ

レーが要求されるため多くなるものと推測した．
長期活動休止後の外傷予防対策としては，活動

休止中あるいは活動再開当初は，低下している基
礎体力（筋力，持久力）トレーニングと下肢のス
トレッチ（柔軟性）に多くの時間をかけることが
不可欠である．また試合時に要求されるハイレベ
ルの動きに対応できるよう，Neuromuscular系の
訓練１２）を多く取り入れることは重要と考えられ
る．そして活動休止期間には，様々なプレー画像
によるイメージトレーニングを継続し，活動再開
時に備えておくことも必要と思われた１３）．さらに，
AFにおいて必要なコンタクト＆コリジョンを含
む練習メニューは，決して焦らず，個々の基礎体
力が十分向上してから段階的に進める配慮が必要
不可欠と考えた．

まとめ

1，COVID-19による長期の活動休止が，大学ア
メリカンフットボールの試合時の外傷に与える影
響について検討した．

2，試合時の外傷発生率，および大腿，下腿の軟
部組織損傷は増加し，他方，骨折の増加も認めら
れた．

利益相反
本論文に関連し，開示すべき利益相反はなし．
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Impact of Long-term Cessation Due to COVID-19 on Subsequent Injuries
During American Football Games: Analysis of the Kantoh Collegiate

American Football League
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〔Abstract〕 This study analyzed how long-term exercise suspension due to COVID-19 affected the occurrence of
injuries in official post-suspension Japanese collegiate American football games in 2020. Injury report data submit-
ted by Kantoh Collegiate Football Association were analyzed and compared between A (2020) and B (1991-2010, 20
years). We analyzed the number of cases of injury per match, trauma classification, trauma by body part, and
trauma name. The injury incidence rate was A: 2.34 and B: 1.33 cases/match; trauma classification included
bruises/contusions (A: 32.4%, B: 16.7%) and fractures (A: 9.0%, B: 2.4%); body parts included the lower leg (A: 14.5%,
B: 7.8%) and thigh (A: 9.0%, B: 4.9%); and trauma diagnosis included lower-leg muscle spasm (A: 8.3%, B: 2.9%) and
thigh bruises (including muscle pulls) (A: 8.3%, B: 4.0%). All were significantly higher in A (p＜0.05). We considered
these factors to be due to decreased lower-limb joint flexibility caused by long-term inactivity and excessive load
on muscles and tendons of the lower legs and thighs due to movements such as dashing, stopping, cutting, and
turning. One cause of the increase in fractures may be the inability to avoid injury due to decreased bone strength
or decreased skill due to inadequate actual practice.


